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FAX.054-280-6252 

静岡交通ビル5F～7F

ラフレ初生

西部特別
支援学校

 ・東名高速道路日本平久能山スマートIC
  より約10分
 ・新東名高速道路新静岡ICより約20分
 ・駐車場はセンター横の
　立体駐車場（2F～4F）をご利用ください

「静岡日本平線」、「県立美術館線」乗車

マークス・ザ・タワー東静岡

 ・東名高速道路三方原スマートICより約15分

金指  伊平
金指  奥山 葵町経由  医科大学

曳馬野  都田  フルーツパーク
曳馬野  テクノ  都田  フルーツパーク

せいれいまわり せいれい病院  泉  高丘

医局管理棟

ストレス対策ワンポイントアドバイス

1

エスパティオ
静岡科学館る・く・る

ホテルグランヒルズ静岡

安全衛生教育と遵守義務

聖隷健康診断センター　作業環境測定室
TEL：053-475-1229

お問合せ

　労働災害の防止を目的として労働安全衛生法や規則により、事業
者には雇い入れ及び作業内容の変更時に、従事する業務に関する
安全または衛生のための教育を行わなければならないと定められ
ています。
　教育の内容についても以下8項目を定めています。

　上記の８項目は保健事業分野では想像しにくいかもしれません。
しかし、ベッドや車いすでの挟まれ、検診車での事故や挟まれ、ハサ
ミ等の作業による怪我、医療機器や酸素ボンベの不適切な使用な
ど労働災害のリスクは日々の業務に存在します。また、業務に起因
する腰痛やVDT症候群、転倒等も労働災害の一つです。安全衛生教
育の実施主体者は事業者ですが、スタッフには労働災害防止に協力
したり、必要な事項を守ったりする義務（遵守義務）があります。
　新年度を迎え、人の入れ替わりや作業変更が多い時期ですが、一
人ひとりが安全衛生を意識して労働災害を防止しましょう。

心理的安全性が確保されると…

機械等、原材料等の危険性又は有害性及びこれらの取り扱い
方法に関すること

2 安全装置、有害物抑制装置又は保護具の性能及びこれらの取
り扱い方法に関すること

5 当該業務に関して発生するおそれのある疾病の原因及び予防
に関すること

3 作業手順に関すること

6 整理、整頓及び清潔の保持に関すること
7 事故時等における応急措置及び退避に関すること
8 その他その業務に関する安全衛生のために必要な事項

4 作業開始時の点検

みなさまに愛される保健機関をめざして
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こちらの写真は、浜松学芸中学校・高等学校の生徒さんの作品です。
2年前から浜名湖プロジェクトをはじめ、浜名湖の魅力発信に取り組んでいます。
この瀬戸港の近くで撮影した写真は、桜と空と湖のバランスがとても気に入っています。

▶生徒さんのことば…

［ けんこうジャーナル ］

2022年4月新しい健診システムがスタート！
信頼性・スピード・品質すべての向上にチャレンジします

あなたの職場は
心理的安全性が高い職場ですか？

聖隷健康診断センター  作業環境測定室　戸塚  実穂

お問合せ 事業管理部  保健看護管理室  産業保健推進課
　  053-473-5529

　心理的安全性が高いということは、「チームにおいて“他のメン
バーが自分の発言を拒絶したり、罰を与えたりしない”という確信を
持っている状態。対人関係にリスクのある行動をとったとしても、メン
バーが互いに安心感を共有できている状態」と定義されています。

ハーバード大学：エイミー・エドモンドソン教授が提唱（1999年）

　心理的安全性が高い職場は、離職率が低く、収益性が高くなると
いわれています。４月は人事異動や新入社員が入ってくる季節です。
管理職及びメンバー一人ひとりの心がけで、心理的安全性の高い職
場を目指していきましょう。

053-473-5529

産業保健推進課は、働く方々の健康のサポートを行っています。
講演等のお問い合わせにつきましては下記までお願いいたします。

わからないことを気軽に
聞くことができる ミスを素直に認められる

● ミスをメンバー内で共有しやすい
● 解決策も相談できる
● トラブル回避につながる

自発的に意見を発言できる

● アイデアが、たくさん出てくる
● メンバー自身が主体的に
行動できる

● 業務上のミスが削減できる
● 相互理解を深めることができる
● 知識や技術が向上する

否定的な意見や反対意見も
発言できる

● コミュニケーションが活発
になる

● 自分の意見に自身が持てる


